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人材育成 つながり 初心者展示方法 取り組んでいる方作品を自慢する 思いを伝える
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人材育成 場所 支援者著作権 取り組んでいる方コンセプト作り ブランディング
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佐賀県の作家 思いを伝える人材育成 つながり 流通 発掘 展示方法
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「第２回 スター発掘プロジェクト in 佐賀」の CMを作ろう！

「第２回 スター発掘プロジェクト in 佐賀」
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項目 数値

・出展者（展覧会） 14名

・出演者（パフォーマンス） 5組（7名）

・会場数 3会場

・相談数 47件

・相談の種類（上位5件）
①創作を始めたい  ②見学したい  ③創作環境を充実させたい  
④商品化したい  ⑤出展を依頼された

・発掘された作家の数 9名

・出展をサポートした支援者数 7名

・会場数 2会場

・相談数 98件

・相談の種類（上位5件）
①見学したい  ②出展を依頼された  ③作者・事業所への取材  
④商品化したい  ⑤商品化を依頼された

・発掘された作家の数 9名

・研修の参加者数 92名

・グッズ化された件数 3事業所／15種（バッグ：7／マグカップ：1／ポスター：1／Tシャツ：6）

・来場者数 168,359人  ※ゆめタウン佐賀来館者数

・会場数 2会場

・出演者（パフォーマンス） 5組（8名）

・相談数 99件

・相談の種類（上位5件）
①展示機会  ②作者・事業所への取材  ③作品の2次利用  
④創作環境　充実させたい  ⑤収支について

評価材料 ・アウトプット数値　・参加者アンケート満足度　・参加者アンケート自由記述

評価者 協力委員会

展覧会「がばいアーティストたち」
グッズ売上（販売期間： 2/19〜2/24）

購入者数： 198人（延べ人数）
売上個数： 495点
売上総額： ¥566,000

今
年
度
の
評
価
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セミナー

No. 評価項目 H30.9.16

環境

3 創作ができる場所が増えているか 4.13

4 作品を発表する機会が増えているか

5 アート活動に理解のある支援者が増えているか

6 アート活動を通して表情が良くなっているか

普及

7 アート活動の選択肢があるか 4.17

8 グッズ化の機会が増えたか

9 展覧会に出展する機会が増えたか

10 一般の方の認知を得ることができているか

11 アート活動を通して自信を持つことができたか

環境

12 障がい者のアート活動に関する知識が広がっているか 3.67

13 障がい者の権利擁護に関する知識が広がっているか

14 障がい者のアート活動に関するネットワークが広がっているか 4.10

15 障がい者のアート活動を通して抱える問題が見えているか 3.30

16 障がい者とのコミュニケーション力が向上しているか 3.69

17 " 表現 "を楽しめる支援者が増えているか 3.57

18 障がい者のアート活動を通して、価値観に変化が現れているか 3.97

普及

19 発信するスキルが身についているか 3.21

20 グッズ化の支援スキルが身についているか 2.93

21 展覧会の開催スキルが身についているか

22 パフォーマンスの支援スキルが身についているか

23 障がい者への支援スキルが向上しているか

24 障がい者の権利を守るスキルが身についているか

25 問題の解決および実践ができているか

26 地域で活動している団体や事業所と連携ができているか

27 発信力の高い支援者が増えているか

環境

28 障がい者とのアートを楽しむことができているか

29 会場へ足を運んでいるか

30 障がい者のアート活動を通して、価値観に変化が現れているか

普及

31 お気に入りの作品や作者ができているか

32 グッズ化された商品を購入しているか

33 展示会に足を運ぶ機会が増えているか

34 障がい者のアート活動を通して、障害への理解が進んでいるか

障
が
い
者

支
援
者

一
般

今
年
度
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評
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展覧会実行委員会 グッズ化セミナー CM スター発掘 展覧会 グッズ

H30.10.25 H30.11.29 H31.1.10 H30.10.12 H30.11.7 H30.12.18 H30.9.16 H30.11.11 H31.2.24 H31.2.24

3.89 3.63 3.29 3.90

3.78 3.75 3.71 4.07 3.82 3.75 4.25 3.90

3.44 3.50 3.71 3.64 3.55 3.75 4.10

4.22 4.00 3.86 4.07 3.82 3.50 4.40

3.44 3.71 3.57 3.29 3.00 3.25 4.00 3.70

3.86 3.82 3.50

3.56 3.25 3.86

3.11 3.63 3.43 3.07 3.55 3.25 3.40

4.22 4.13 4 4.07 4.00 3.25 4.60

3.75 4.00 4 3.71 3.55 3.25 4.00 3.60 4.75 4.42

3.50 3.50 3.71 3.36

3.88 4.13 3.86 3.86 3.73 3.25 4.00 3.60

3.63 3.88 3.57 3.50 3.27 3.25 - 3.40

3.38 3.50 3.86 3.71 3.55 3.25 4.20 3.90

3.75 3.88 3.57 3.64 3.55 3.25 4.50 3.70

3.75 3.88 3.43 4.00 3.91 3.25 4.25 3.80 4.73 4.85

3.38 3.63 3.86 2.93 3.27 3.25 3.50 3.60

2.86 3.50

2.88 3.50 3.43 3.70

3.00 3.60

3.00 3.50 3.43 3.21 3.36 3.50

3.45

2.88 3.50 3.29 3.00 3.27 3.00 3.70

2.75 3.50 3.43 2.93 3.18 3.00 3.70

4.78 4.5 3.99

3.00

4.44 4.28 4.36

4.13

4.00

4.22 4.46 4.52

今
年
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平成 30 年度　協力委員会

氏名（五十音順） 所属

栗山 裕至 佐賀大学教育学部幼少連携教育コース教授

小松原 修 ドラマディレクターうれしの特別支援学校

重松 恵梨子 シアターシエマ

角田 隆浩 障害者支援センター SAKURA

竹下 正博 佐賀県立美術館（学芸員）

冨永 ボンド ボンドグラフィックス

永尾 友譜 株式会社サガテレビ

橋口 泰史 佐賀県文化課

樋口 龍二 特定非営利活動法人まる

福島 龍三郎 社会福祉法人はる

藤田 啓三 佐賀県障害福祉課

安永 恵子 安永法律事務所（弁護士）
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成果

・「なぜアートに取り組むのか」をもとに「発信する」ことで
何ができるか、考えるきっかけが作れた。

・発信することの効果を体験できた。
・TV・新聞等マスメディアで取り上げられたことによる裾野の広がり

・昨年比約 1100 倍（144 名→ 168000 名 ※ゆめタウン佐賀 来館者数）
・パブリックスペースでの経験を積んだ。

・「障害」「福祉」に頼らない発信ができた。
・主体的な実行委員会ができた。

・「コンセプト・ブランディング」体験については
良いステップで進められている。

・販売機会では参加団体の予想を超える反響があり、
企業からの作品利用依頼など、今後に繋がる動きも見られた。

・4 団体披露→ 9 団体披露
・20 名参加→ 30 名参加

・表現者・演目のカテゴリーが多種多様

今
年
度
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課題

・舞台芸術よりも美術分野への偏り
・アウトカムの分析、解釈

・“ 表現 ” に対する見方や価値観の変化を促し、
よりクオリティが高い展示につなげる。

・実行委員会の主導による企画・制作〜実施

・顧客向けの販売だけを考えるのではなく、 企業や団体とのコラボ企画も視野に　
・挑戦するハードルの検証

・技術面よりも福祉事業者の意識へのアプローチが必要

・CM を作った効果が薄い
・より多くの方に参加してもらうために定期開催の必要性

・美術分野のように、支援者のスキルアップメニューの構築
・スターを発掘することが目標
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